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円とマス目分割・１ 

 

 下の図は１辺６㎝の正方形ＡＢＣＤと円を組み合わせたもので，４つの頂点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄはすべて円周

上にあります。また，ＡＥ＝ＢＦ＝４㎝です。このとき，影をつけた部分と斜線部分の面積の差を求めなさ

い。円周率は３.１４とします。 
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円とマス目分割・１ １.２㎝２ 

 

組み合わせた図形の対称性から，図①において影をつけた部分とあみ目部分を合わせると，斜線部分と合

同になります。 

ここで，図②のようにＦＤと平行な直線ＢＨ，ＥＣと平行な直線ＡＧを引きます。これら４本の直線によ

って，円は対称的に分割されることが見て取れます。 

 

図①             図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図③の影をつけた三角形ＢＥＩとＢＡＪは１：３の相似であることから，ＥＩとＡＪの長さの比は１：３

です。よって，図④のような長さの比が成り立ちます。影をつけた三角形ＢＣＥの面積は正方形ＡＢＣＤの

面積の
１

６
倍であることから，６×６×

１

６
＝６（㎝２），あみ目部分の三角形の面積は三角形ＢＣＥの面積の

２

１０
＝

１

５
倍であることから，６×

１

５
＝１.２（㎝２）です。 

 

   図③             図④ 

 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 
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